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単純疱疹（単純ヘルペス）について

１．単純疱疹（単純ヘルペス）ってどんな病気なの？

２．どうして起こるの？

３．どんな症状があるの？

４．どうやって診断するの？

５．どんな治療があるの？

６．日常生活での注意点は？

７．その他：帯状疱疹について



単純疱疹（単純ヘルペス）は、単純ヘルペスウイルス（herpes simplex virus:HSV)
の感染によって皮膚や粘膜に水膨れ（水疱）などの病変を起こす病気です

HSVには１型と２型があり、１型は主に口腔粘膜に感染をきたし、その後
三叉神経という神経の神経節に潜伏感染といって長く潜んだ状態となります

小児期などに初めて感染を起こした場合（初感染）、
口唇、口腔粘膜に潰瘍を伴う「急性歯肉口内炎」
といった形で粘膜病変を起こします

その後、三叉神経節にウイルスが潜伏しますが、
風邪をひいたり体調が悪いといった体の免疫力が
低下した時に、三叉神経に沿った部位にヘルペス
ウイルスが病変を起こし、口唇や口腔粘膜に水泡
などを形成します（再発）

単純疱疹は、症状が出た場所によって
口唇ヘルペス、性器ヘルペスなどのように
呼び分けられます

1．単純疱疹（単純ヘルペス）ってどんな病気なの？

三叉神経節



ヘルペスの症状が出ている人の水泡、唾液、涙液などに接触することで
HSVが感染します

水泡の中にはたくさんのウイルスが存在しますが、時に症状が出ていない
人の唾液にウイルスが含まれている場合もあります

HSVは、感染後には神経節に潜伏します（潜伏感染）が、体が健康な時には、
潜伏しているウイルスは免疫で抑えられて活動できないため、症状はありません

しかし、風邪などによって熱が出たり、疲労やストレス、さらに強い紫外線や
外傷などの刺激によって免疫が低下した場合に、神経節に潜伏していたウイルス
が活動し水疱形成などといった症状を引き起こしてしまいます（再発）

また、初めて感染した時にあまり強い症状が出ないで
（不顕性感染）そのまま潜伏してしまうこともあります

２．どうして起こるの？



初感染

皮膚、粘膜に水疱を形成します
（初感染）
その後、分布する神経に
沿って感染波及をした後に
神経節に潜伏します
主に 1型では三叉神経節に

2型では脊髄後根神経節に
潜伏します

神経節に潜伏している間
健康時には、ウイルスは
免疫で抑えられていて
免疫力低下などがなければ
特に症状を認めません

免疫が低下すると
潜伏した神経節の神経線維
の分布する皮膚粘膜に
水疱を形成します（再活性化）
初期にはピリピリ感
その後痛みを伴います

再発潜伏感染

ウイルス

脊髄
神経節

単純ヘルペスウイルスの感染様式

渡辺大輔：単純疱疹の症状と治療 より引用改変



口腔粘膜や口唇がピリピリした痛みのような刺激感がまず起こり、
その後水膨れ（水疱）を形成し、水疱がつぶれてかさぶた状（痂皮）となり、
徐々に軽快します

その際には、局所の痛み刺激感を認めます。再発の頻度は、数年に一回と
いう方から、１年に数回出るという方まで様々です

再発するときには、その前兆として局所がチクチク痛み、ピリピリ、ムズムズ
といった違和感やかゆみなどの症状が現れることがあります

3．どんな症状があるの？
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1. 特徴的な皮膚、口腔粘膜の局所病変
（時期により局所の発赤、紅斑、水疱形成、びらん、痂疲化、鱗屑となる）

2. 体調不良時に口粘膜の水疱形成を繰り返す（再発）病歴
からもこの病気が疑われます

3. 水泡の内容液を用いたウイルス抗原検査や血液検査での抗体価の上昇
により確定診断がなされます

下の様な特徴的な局所所見のみでの診断も可能です

4．どうやって診断するの？

陽性反応

発症：発赤、紅斑 1－3日後：水疱形成 回復期：痂疲（かさぶた）形成



病変（水疱など）を形成した場合には刺激感や痛みを伴いますし、
水泡が破れた場合には内容液を介した感染の可能性があるため
HSVの増殖を抑える抗HSV薬の飲み薬やぬり薬を用います

重症の場合には点滴をすることもあります

飲み薬や点滴では皮膚粘膜病変を改善するとともに、神経節におけるウイルスの
増殖を抑える働きがあります
普通の場合には、病変ができてから５日ほど内服しますが、時に薬を使用しても
２日ほどは症状が悪化する場合もあります

またこういった病気を何度も繰り返す場合には、局所にピリピリした違和感が
出てきた早い段階で、抗ウイルス薬を飲み始める方法もあります

5．どんな治療があるの？



免疫力が低下した状態のときに発症することが多いため、日常生活においては
栄養のバランスがとることや睡眠を十分にとること、また程度な運動して疲れや
ストレスをためないようにしましょう

疲れているときや体調がすぐれないときには、強い紫外線を浴びる屋外での
活動を控えましょう

症状が出てきて、水泡やかさぶたがみられる時には
かさぶたをとったり、水泡をつぶさないようにしましょう

人に移さないように水泡にふれたらせっけんを使って
しっかり手を洗いましょう

患部を清潔に保つためにせっけんや洗顔料を
よく泡立てて優しく洗いましょう

6．日常生活での注意点は？



帯状疱疹について ①

単純疱疹（HSV)と同じヘルペス属のウイルスである水痘・帯状疱疹ウイルス
（Varicella Zoster Virus VZV)によって起こる病気です

こどものころに初めて感染すると、水ぼうそうとして発症し、全身に水疱形成を
起こします

初感染後、単純ヘルペス同様に神経節（脊髄後根神経節など）に潜伏感染をおこし
ストレスや過労などを引き金として、免疫力が低下した際に潜伏していたウイルス
が活動を始めて、神経に沿って皮膚に到達し、帯状疱疹として発症します

60歳代を中心として、50－70歳代に多くみられますが、過労やストレスが引き金と
なって若い人に発症することもあります

左前胸部
の水疱

耳介にできた
水疱



帯状疱疹について ②

体の左右どちらか一方の神経に沿って帯状の水膨れ（水疱）として発症します

多くは胸から背中にかけて発症しますが、時に顔面や眼の周囲にも見られます

時に水疱が消失した後にも局所の刺激感や痛みが残り、帯状疱疹後神経痛（PHN)
という厄介な痛みが続くことがあります

治療は同じく抗ウイルス薬を用います。単純疱瘡よりも長期間使用します

また、痛みを伴うことが多いため各種の鎮痛薬などを併用したりします

帯状疱疹はワクチン使用により発症を予防することが可能です



帯状疱疹でみられる皮膚症状の経過
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数日前に皮膚のピリピリ感があり
その後赤い斑点として発症

痛みを伴って神経に沿った
帯状の斑点が現れ
水ぶくれ様（水疱）になります

水疱がただれたようになり
その後かさぶた（痂疲）
状態となります

色素沈着を伴う瘢痕となり
徐々に軽快します

急性期疼痛 帯状疱疹後神経痛（PHN)

紅斑

水疱

痂疲化

瘢痕

紅斑出現の数日前に皮膚のピリピリ感がすることがあります
その後、紅斑、水疱、痂疲、瘢痕様と変化します
皮膚症状が治った後にも、帯状疱疹後神経痛が残ることがあります

紅斑

水疱

ただれ

痂疲（かさぶた）

瘢痕（後）


